
24
時
間
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

神
奈
川
施
保
連
は
予
て
よ
り
全
施
連
と

連
携
し
、
一
貫
し
て
、
入
所
施
設
の
役
割

や
必
要
性
に
つ
い
て
関
係
者
に
訴
え
て
き

た
。
現
在
、
全
施
連
は
日
本
障
害
者
協
会

（
JD
）
の
政
策
委
員
会
に
委
員
と
し
て
加

わ
り
、
知
的
障
害
者
の
生
活
の
在
り
方
や

意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見

を
展
開
、
障
害
者
団
体
の
な
か
に
、
徐
々

に
で
は
あ
る
が
24
時
間
切
れ
目
の
な
い
支

援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

調
査
部
会
報
告
書
Ⅲ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

神
奈
川
施
保
連
嶋
田
副
会
長
か
ら
、
神

奈
川
施
保
連
調
査
部
会
報
告
書
「
今
、
施

設
と
利
用
者
は
ー
Ⅲ
」
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
調
査
に
つ
い
て
、
こ
の
報
告
書
は
、
施

保
連
関
連
施
設
の
地
域
移
行
と
高
齢
化
対

応
の
現
況
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
こ
の
貴
重
な
資
料
を
、
報
告
書
だ
け

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
各
保
護
者
会

等
の
活
動
に
生
か
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

趣
旨
で
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施

し
た
こ
と
を
述
べ
、
調
査
内
容
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

人
権
擁
護
が
大
き
な
課
題

◆
施
設
団
体
連
合
会
か
ら
は
、
安
藤
浩
巳
、

中
島
博
幸
、
阿
部
千
鶴
子
の
３
氏
が
出

席
。

◆
各
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

と
そ
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

「
人
権
擁
護
」
、
「
職
員
の
不
足
と
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
」
等
が
各
地
域
に
共
通
す

る
課
題
で
あ
っ
た
。

◆
そ
の
他
財
政
的
な
面
で
の
地
域
間
格
差

の
問
題
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
い
ず
れ

も
家
族
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
課
題
が

説
明
さ
れ
た
。

１
．
保
護
者
会
活
動

◆
保
護
者
会
活
動
に
は
法
人
の
理
解
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。

◆
保
護
者
の
高
齢
化
・
核
家
族
化
な
ど
に

よ
り
、
保
護
者
会
活
動
に
た
い
す
る
関

心
が
低
く
な
り
、
対
応
が
必
要
で
あ
る

こ
と
。

２
．
支
援
現
場
の
課
題

◆
職
員
の
定
着
率
が
低
い
た
め
、
生
活
の

場
で
の
ス
キ
ル
が
な
か
な
か
向
上
し
な

い
。

◆
日
中
活
動
が
手
薄
に
な
る
と
い
う
制
度

上
の
問
題
等
々
、
職
員
の
待
遇
改
善
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
あ
る
い
は
職
員
が
働

き
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

３
．
社
会
福
祉
法
人
の
改
革
に
関
し
て

◆
Ｊ
Ｄ
の
政
策
委
員
会
に
お
い
て
法
人
改

革
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

◆
社
会
福
祉
法
人
の
改
革
の
方
向
は
専
門

化
に
進
む
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
高

齢
化
し
た
ら
そ
れ
に
対
応
で
き
る
施
設

に
移
れ
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。

４
．
今
後
の
方
向
性

◆
神
奈
川
施
保
連
と
し
て
は
、
今
後
と
も

同
連
合
会
と
連
携
を
深
め
、
活
動
を
展

開
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
県
施
設
団
体
連
合
会
か
ら
も
テ
ー
マ
を

絞
れ
ば
具
体
的
な
話
も
進
む
と
思
う
と

の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
、
双
方
が
協
力

し
て
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
行
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

以
上
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県
施
設
団
体
連
合
会
と
の
会
合
を
開
催

平
成
25
年
２
月
７
日
に
県
社
会
福
祉
会
館
に
お
い
て
、
神
奈
川
施
保
連
の
呼

び
か
け
に
よ
り
、
県
施
設
団
体
連
合
会
と
の
意
見
交
換
等
の
会
合
を
開
催
し
た
。

施
設
団
体
連
合
会
３
名
、
神
奈
川
施
保
連
10
名
が
出
席
し
た
。

神

奈

川

施

保

連

か

ら

施

設

団

体

連

合

会

か

ら

意

見

交

換

障害を持つ人たちが病気になったとき、ケガをしたときに備えて
神奈川施保連では、知的障害児者や自閉症児者が病気やケガをしたとき、また、そのため

に入院したときなどに備え、「やまゆり知的障害児者生活サポート協会」の運営に参加して

います。加入資格、その他の詳細は、下記までお問い合わせください。

やまゆり知的障害児者生活サポート協会

〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 神奈川県社会福祉会館内
TEL 045-314-7716 FAX 045-324-0426
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１グループ(岩本、小川、勝俣、島村、高屋、露木、畑、水谷)

①エレベーターの設置 機械浴の設備 バリアフリー化と個室化を

②職員研修 夜間の支援体制 屋外散歩 誤嚥及び転倒防止策の充実

③医療行為のケアー体制の不備 入院先の確保

④施設と保護者会のコミニュケーションを取る。

２グループ（金子、上村、樺澤、願化、鈴木、中塚、中野、浜田、山本加）

①機械浴設備の設置 トイレの改善 バリアフリー化を 耐震が心配

②高齢化に対する支援体制の不備 職員の不足 夜間及び通院・入院の支援体制が手薄

③病弱化に伴う支援体制が不安 病弱化等に対する家族会とのルール作りが必要

④家族会と施設が対等に話し合う必要がある 保護者会と施設とのコミュニケーション作りが必要

３グループ（嶋田、岡部、小林、杉山昌、高橋、竹林、蜂谷、山本武）

①機械浴設備と１週間の入浴回数は改善の必要あり

②利用者個人の理解が不十分 施設職員に支援に関して遠慮なく要望する

③高齢化に関しては不安だらけである 特養等への移行 知的障害者に対応した特養が必要

④家族の保護者会活動への無関心が問題

４グループ（大矢、池谷、海老名、野中、林、原田、町田、湯田）

①車いすがすれ違いが出来ない エレベーターがない 歩行器等の補助制度があるか

②介護スキル 職員の研修

③病弱化が進行した場合の施設入所について 近隣の施設との連携は 支援の限界は？

④保護者会の活動を活発にする必要がある

５グループ（尾野、大澤、杉山紀、原、望月、山口、山田、山本秀）

①機械浴設備がない 災害対策に不安がある 支援職員の充実

②生活介護支援員の不足 若年職員の定着率が低い 非常勤職員の比率の上昇

③施設の対応を確認する 医療機関との対応を確認する ケアホームでの対応が困難な場合は施設に

④保護者の高齢化に伴う諸問題の対策を 行政への施設拡充の活動を 役員の固定化が問題

６グループ（松沼、板倉、倉林、木口、冨居、服部、八田）

①設備の拡充（機械浴設備等) 個室化を 入浴回数の改善

②職員の確保、増員を 職員の処遇改善 介護能力の向上 医療体制の確立

③施設における対応の限界の明確化を

④終の棲家か 家族会の存在価値を示す必要あり 高齢化の次が問題

2月3日開催の学習会グループ討議の概要報告
①施設設備面について ②施設の支援体制

③認知症・病弱化について ④保護者会の取り組み
※神奈川施保連ニュース４０号の２頁もご参照下さい

総会までの理事会・常任会の予定

理事会⑥３月２日（土）10:00～15:00
海老名市総合福祉会館

理事会⑦ ４月７日（日）10:00～15:00

海老名市総合福祉会館
常任会⑤ ４月２２日(月)10:00～13:00

県民センター９階
理事会⑧ ６月２日（日） 9:30～13:00

海老名市文化会館会議室
理事会① ６月９日（日）10:00～15:00

海老名市総合福祉会館（予定）
総 会 ７月７日（日）13:00～16:30

かながわ県民センター３０１
※詳細は追ってお知らせいたします

講演会のお知らせ

期日：６月２日（日）13:30～16:30（予定）
会場：海老名市文化会館

演題：総合支援法のアップデート及び
施行後の地域生活移行推進の影響

講師：又村あおい氏
政策研究開発センター委員（政策委員）
機関誌「手をつなぐ」編集委員

発達障害福祉連盟「発達障害白書」編集委員

早稲田大学法学部学術院コメンテーター

早稲田大学文化構想学部

現代人間論系臨時講師


